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370　
　

　

高
瀬
隆
和　
　
　
『
岸
上
大
作
の
歌
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

371　
　

　

池
本
一
郎　
　
　

池
本
一
郎
の
一
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

374　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
草
立
』―
―
池
本
一
郎
氏
の
生
活
と
意
見　
　
　
　
　
　

375　
　

　

東　

淳
子　
　
　
『
悲
母
』―
―
燦
た
り
惨
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

380　
　

　

三
井
ゆ
き　
　
　
『
三
井
ゆ
き
歌
集
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

381　
　

　

中
地
俊
夫　
　
　
『
妻
は
温
泉
』―
―
自
然
体
と
ユ
ー
モ
ア　
　
　
　
　
　
　

382　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
覚
え
て
ゐ
る
か
』―
―
家
庭
の
幸
福　
　
　
　
　
　
　
　

385　
　

　

青
井　

史　
　
　
『
青
星
の
列
』―
―
青
の
時
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

389　
　

　

川
涯
利
雄　
　
　
『
エ
ロ
イ
カ
を
聞
く
夜
に
』―
―
人
生
に
挑
む
騎
士　
　
　

393　
　

　

藤
井
常
世　
　
　
『
紫
苑
幻
野
』
を
読
む　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

398　
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藤
井
常
世　
　
　

ス
ト
イ
ッ
ク
な
女
流
歌
人
―
―
藤
井
常
世
（
追
悼
）　　
　

403　
　
　

　

沢
口
芙
美　
　
　
『
樹
木
地
図
』―
―
意
志
と
洞
察
力
と　
　
　
　
　
　
　
　

406　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
や
は
ら
に
黙
を
』―
―
成
熟
と
自
信　
　
　
　
　
　
　
　

411　
　
　

　

中
根　

誠　
　
　
『
広
州
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

413　
　
　

　

高
野
公
彦　
　
　
『
水
木
』―
―
デ
ッ
サ
ン
の
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

416　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
公
彦
の
一
首
―
―
キ
ー
ワ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　

417　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
雨
月
』―
―
死
と
エ
ロ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

418　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
公
彦
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

420　
　
　

　

成
瀬　

有　
　
　

成
瀬
有
―
―
官
能
と
自
足　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

423　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
海
や
ま
の
祀
り
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

428　
　
　

　

中
川　

昭　
　
　
『
百
代
』―
―「
歌
」
に
殉
じ
て　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

430　
　
　

　

小
木　

宏　
　
　
『
そ
し
て
…
…
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

431　
　
　

　

小
高　

賢　
　
　
『
怪
鳥
の
尾
』―
―
職
場
詠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

432　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
高
賢
氏
を
惜
し
む
（
追
悼
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

435　
　
　
　

　

大
島
史
洋　
　
　
『
燠
火
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

437　
　
　

　

伊
東
悦
子　
　
　
『
綾
瀬
川
春
秋
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

440　
　
　

　

古
谷
智
子　
　
　
『
ガ
リ
バ
ー
の
庭
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

442　
　
　

　

河
野
裕
子　
　
　

感
覚
と
観
念
―
―
河
野
裕
子
氏
の
近
業
か
ら　
　
　
　
　

445　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
家
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

450　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
母
系
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

453　
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香
川
ヒ
サ　
　
　
『
マ
テ
シ
ス
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

456　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
ヒ
サ
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

459　
　
　

　

永
田
和
宏　
　
　

永
田
和
宏
の「
わ
た
し
」と
い
う
方
法
は

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
こ
に
敵
を
発
見
し
て
い
る
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

462　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

和
宏
と
裕
子
の
う
た
―
―
子
ど
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

466　
　
　

　

小
池　

光　
　
　

小
池
光
―
―
一
首
の
解
釈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

467　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
日
々
の
思
い
出
』―
―
現
代
の
「
あ
は
れ
」　　
　
　
　
　

470　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
草
の
庭
』
の
こ
と
ば
づ
か
い　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

475　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
茂
吉
を
読
む
』礼
状　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

478

　
　
　
　
　
　
　
　
『
山
鳩
集
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

480　
　
　

　

花
山
多
佳
子　
　
『
草
舟
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

483　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

花
山
多
佳
子
の
技
術
―
―
濃
い
リ
ア
ル
、抽
象
と
の
往
反　
486　
　
　

　

阿
木
津
英　
　
　
『
黄
鳥
』―
―
や
さ
し
き
硬
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

489　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
黄
鳥
』―
―
迫
力
あ
る
問
題
歌
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

490　
　
　

　

島
田
修
三　
　
　
『
晴
朗
悲
歌
集
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

493　
　
　

　

仙
波
龍
英　
　
　

仙
波
龍
英
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

498　
　
　

　

糸
川
雅
子　
　
　
『
水
蛍
』―
―
複
合
感
覚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

501　
　
　

　

結
城
千
賀
子　
　
『
天
の
茜
』―
―
歌
詠
む
心　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

503　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
『
微
笑
』―
―
鬱
の
時
代　

天
の
微
笑　
　
　
　
　
　
　
　

508　
　
　

　

栗
木
京
子　
　
　
『
し
ら
ま
ゆ
み
』―
―
栗
木
京
子
の
現
在　
　
　
　
　
　
　

510　
　
　


